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               午前１０時００分開議 

〇議 長（藤本勝美君） おはようございます。 

開会に先立ちまして、傍聴される皆さんにお願いします。 

会議中は静粛に願います。 

なお、会議中の言論に対して、拍手や可否表明言動は固く禁じられております。 

また、会議の傍聴規則第７条並びに第９条の規定により、写真撮影やカセットテープの使用、携帯

電話の持込みは禁止されていますので、ご協力願います。 

ただ今の出席議員は１６名です。 
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  会議の定足数に達しております。 

  これより本会議を再開し、直ちに会議を開きます。 

  なお、議員発議の提出がありましたので、本日の会議はあらかじめ配付しました日程表により行い

ます。 

 

    日程第１ 委員会の審査結果の報告並びに委員長報告に対する質疑 

 

〇議 長（藤本勝美君） 日程第１、委員会の審査結果の報告並びに報告に対する質疑を行います。 

  最初に、総務常任委員会報告を求めます。 

総務常任委員会委員長松本義臣君。 

〇総務常任委員長（松本義臣君） おはようございます。 

  総務常任委員会報告をいたします。 

  平成２１年第６回玖珠町議会定例会において、総務常任委員会に審査の付託を受けました議案３件に

ついて、９月７日執行部出席のもと、審査した結果を報告をいたします。 

  １ 議案第７７号 玖珠町基金条例の一部改正について 

  現在、玖珠町基金条例には３３の基金が設定されています。 

  本案は、条例中第２条の表に「一般旅券発給事務証紙購買基金」及び「ジャンボこいのぼり管理基

金」を加えるものであります。 

  執行部より、本町の一般旅券発給事務は、平成２２年１月から開始され、この旅券発給事務開始に伴

う大分県収入証紙の購入及び売りさばきを、円滑かつ効率的に行うための資金とするための基金であ

り、また、平成２０年にジャンボこいのぼりの破損修理を行った際の寄付金等の残金を、適正に管理運

用するための基金であるとの説明がありました。 

  委員より、旅券発給事務は大分県からの委託業務であるが、業務の増加に伴う職員配置等について、

考慮すべきだとの意見が出されました。 

  審査の結果、本案は妥当なものであり、全会一致で可決すべきものと決しました。 

  ２ 議案第７８号 玖珠町税特別措置条例の一部改正について 

  本案は、農畜産物設備を新設または増設した者に対する固定資産税の不均一課税を行うため、条例

の一部を改正するものであり、条例中第２条の５を追加するものであります。 

  本条例は、地方税法第６条の規定に基づき、過疎地域自立促進特別措置法等により、新設又は増設

した法人に対する固定資産税の課税免除及び不均一課税について必要な事項が定められており、今回、

条例の一部を改正して、地方交付税の減収補てん措置に該当していない農畜産物を育成生産する施設・

設備等を新設、または、増設した誘致企業に対して一定期間の減免をするものであります。 

  審査の結果、本案は妥当なものであり、全会一致で可決すべきものと決しました。 

  ３ 議案第８０号 平成２１年度玖珠町一般会計補正予算（第３号）について 
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  本案は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億５，０１５万９，０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ９３億４，１７２万１，０００円にするものであります。 

今回の補正では、臨時交付金などの国の１次補正予算に伴う事業が主なものとなっており、補正財

源は国庫支出金、繰入金等となっています。 

  主な事業内容は、 

①地域力創造・地域活性化対策として１億５，４３５万７，０００円。 

②公共投資対策（地域活性化・公共投資臨時交付金の対象事業）として、文部科学省では「スクー

ル・ニューディール構想」が提唱され、この構想では学校への太陽光発電整備等の導入をはじめ

としたエコ改修、ＩＣＴ（情報通信技術）化の環境整備を進めるものであり、その一環として、

小学校４校に太陽光発電設備を設置する事業等１億８１５万円。 

③災害復旧対策等では、６月豪雨及び７月中国九州北部豪雨による災害復旧費として６，４６９万７，０００

円。 

④予備費等で２，２９５万５，０００円となっています。 

審査中に出されました質疑応答、意見の主なものとして、 

（問）辰ヶ鼻～帆足線の改修は歩道を含めた改修か。歩道改修が急務と思われるが。 

（答）今回はオーバレイ工事である。今後、担当課と協議・検討したい。現在、来年度の事業化に

向けて担当課が検討・協議中である。 

（問）上の市橋は対象になっていないのか。 

（答）今回、町内の橋梁調査を行なう計画をしている。この中で調査する。 

また、臨時交付金を利用した河川緊急改善対策として、河川の土砂堆積による民家被災の可能性の

高い箇所の土砂を、除去した取り組みについて評価する旨の意見が出されました。 

審査の結果、本案は妥当なものであり、全会一致で可決すべきものと決しました。 

  以上、総務常任委員会に付託を受けました議案３件について、審査結果の報告を終わります。 

〇議 長（藤本勝美君） 総務常任委員会委員長報告に対する質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 質疑なしと認めます。 

  総務常任委員会委員長報告に対する質疑を終わります。 

  次に、産業建設常任委員会の報告を求めます。 

  産業建設常任委員会委員長宿利俊行君。 

〇産業建設常任委員長（宿利俊行君） おはようございます。 

  産業建設常任委員会報告をいたします。 

  平成２１年第６回玖珠町議会定例会において、産業建設常任委員会に審査の付託を受けました議案

１件について、９月７日、執行部出席のもと、全員で審査した結果を報告します。 
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  １ 議案第８２号 平成２１年度玖珠町簡易水道特別会計補正予算（第１号）について 

  本案は、国道２１０号線の道路歩道整備工事に伴ない、水道管布設替え工事を実施するための補正で

あります。 

  審査の中で委員より、布設替え工事の場所についての質問が出され、執行部より、北山田簡易水道

の平川交差点（ＪＲ踏み切り付近）から柿西集落の町道入口までとの説明がありました。 

  審査の結果、本案は妥当なものであり、全会一致で可決すべきものと決しました。 

  以上、産業建設常任委員会に付託を受けました議案１件につきまして、審査結果の報告を終わりま

す。 

〇議 長（藤本勝美君） 産業建設常任委員会委員長報告に対する質疑を行います。 

質疑ありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 質疑なしと認めます。 

  産業建設常任委員会委員長報告に対する質疑を終わります。 

  次に、文教民生委員会報告を求めます。 

  文教民生常任委員会委員長河野博文君。 

〇文教民生常任委員長（河野博文君） おはようございます。 

  それでは文教民生常任委員会報告を行います。 

  平成２１年第６回玖珠町議会定例会において、文教民生常任委員会に審査の付託を受けました議案５

件について、９月７日執行部出席のもと、全員で審査した結果を報告します。 

  １ 議案第７９号 玖珠町小学校の設置に関する条例の一部改正について 

本案は、玖珠町立片草小学校が現在、教育相談センター「わかくさの広場」として使用されており、

今後、学校として再開する見込みがないため、条例の一部を改正するものであります。 

平成１２年４月に２名の児童がいましたが、保護者の希望により森中央小学校に通学することが決ま

り、通学児童がいなくなり休校措置を行いました。その後、平成１２年１２月に「わかくさの広場」の

条例を制定、翌年の１月に「わかくさの広場」を開設して、今日まで利用してきました。そして、今

年２月に会計検査院の実地検査を受け、４月に県を通じて廃校の指示があり、地元関係者と協議を重

ね、地元の同意が得られましたので、条例の一部を改正することになりました。今後は「わかくさの

広場・教育相談センター」として、また、地元の人たちが活用していける場所として、継続していき

たいとの説明がありました。 

委員より、①地元からの同意確認について、②今後の補助金等への影響についての質疑がありまし

た。執行部より、①地元育友会・自治会を通じて関係保護者の同意をいただき確認をしている。②補

助金については、今後とも影響がない。との説明がありました。 

審査の結果、本案は妥当なものであり、全会一致で可決すべきものと決しました。 

２ 議案第８１号 平成２１年度玖珠町国民健康事業特別会計補正予算（第２号）について 
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  本案は、第１条（歳入歳出予算の補正）既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３，８６４万

４，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２１億６，２０４万円とするものであります。

この補正の主な要因は、平成２１年度拠出金額の確定による補正であるとの説明がありました。 

  委員より、歳入歳出の総額が減額になったことについての質疑があり、執行部より、後期高齢者医

療制度が始まり、一部がそちらへ移行したことによる減額であるとの説明がありました。 

  審査の結果、本案は妥当なものであり、全会一致で可決すべきものと決しました。 

  ３ 議案第８３号 平成２１年度玖珠町老人保健特別会計補正予算（第１号）について 

  本案は第１条（歳入歳出予算の補正）既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２７０万７，０００

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４５８万２，０００円とするものであります。 

  老人保健制度は、平成１９年度末に終わりましたが、会計の清算調整が残っており、平成２２年度ま

では過年度分の清算調整を行う必要があります。 

  委員より、この会計については平成２２年度で終わるのかとの質疑があり、執行部より、国と県と町

の調整により平成２３年３月までに支払いを完了し、この特別会計は終了するとの説明がありました。 

  審査の結果、本案は妥当なものであり、全会一致で可決すべきものと決しました。 

  ４ 議案第８４号 平成２１年度玖珠町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について 

  本案は、第１条（保険事業歳入歳出予算の補正）既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ５，４３９万２，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１７億５９６万円とし、第２条

（介護サービス事業歳入歳出予算の補正）既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１２０万円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１，１７７万４，０００円とするものであります。 

  この補正の主な要因は、平成２０年度保険事業及び介護サービス事業の決算額の確定による補正であ

るとの説明がありました。 

  委員より、補助金と居宅介護福祉用具購入費の内容についての質疑があり、執行部より、補助金は

健康づくり推進協議会への補助、居宅介護福祉用具購入費はシャワー椅子・杖等の補助であるとの説

明がありました。 

審査の結果、本案は妥当なものであり、全会一致で可決すべきものと決しました。 

  ５ 議案第８５号 平成２１年度玖珠町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）について 

  本案は第１条（歳入歳出予算の補正）既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３０万３，０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億９，８０９万５，０００円とするものであります。 

  この補正の主な要因は、平成２０年度決算繰越額の確定による補正であるとの説明がありました。 

  委員より、特に質疑はありませんでした。 

  審査の結果、本案は妥当なものであり、全会一致で可決すべきものと決しました。 

  以上、文教民生常任委員会に付託を受けました議案５件について、審査結果の報告を終わります。 

〇議 長（藤本勝美君） 文教民生常任委員会委員長報告に対する質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 
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  １３番日隈久美男君。 

〇１３番（日隈久美男君） １３番日隈です。 

  委員長にお聞きします。現在、片草小学校以外に休校になっている小学校もございます。その小学

校についての対応策等については話し合われたのかどうかお聞きします。 

〇議 長（藤本勝美君） 委員長。 

〇文教民生常任委員長（河野博文君） 今回ですね、会計検査院から指摘を受けたのは、補助金を受け

て１０年未満の学校ということで、片草小学校が対象になっているところでございます。ほかについて

は、１０年以上経過しているということでございます。対象外ということです。 

〇議 長（藤本勝美君） １３番日隈久美男君。 

〇１３番（日隈久美男君） 相の迫ですね、これも現在休校になっておりますが、今後ですね、またこ

ういう可能性があると。そのときに、やはり前以てですね、今、片草小学校は不登校とかいろいろな

「わかくさ広場」で続行しておりますけど、あそこが休校になった場合は、あとの措置等については

何もないわけなんです。だから、早急にですね、やはり話し合う必要もあるんじゃないかということ

でお聞きしました。 

〇議 長（藤本勝美君） ほかにございませんか。 

   （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 質疑なしと認めます。 

  文教民生常任委員会委員長報告に対する質疑を終わります。 

  次に、決算特別委員会の報告を求めます。 

  決算特別委員会委員長秦 時雄君。 

〇決算特別委員長（秦 時雄君） おはようございます。 

  決算特別委員会報告を行います。 

  平成２１年第６回玖珠町議会定例会において、決算特別委員会に審査の付託を受けました平成２０年

度一般会計並びに各特別会計、水道事業会計の決算認定案件８件について、９月９日、１０日の両日、

執行部出席のもと審査した結果を報告します。 

  書類審査に先立ち、玖珠駐屯地周辺障害対策事業（池の原）、北山田小学校耐震補強工事、緊急地方

道整備臨時交付金（長刎線道路改築）事業、ふれあい広場整備事業の現地調査をいたしました。 

  各案件の書類審査では、まず執行部に決算概要の説明を求め、質疑、審査を行いました。 

  結果、本定例会で付託を受けました平成２０年度一般会計、各特別会計、水道事業会計の決算認定案

件８件を原案のとおり全会一致で認定すべきものと決しました。 

  なお、各議案の主な審査の内容は次のとおりです。 

  １ 議案第８６号 平成２０年度玖珠町一般会計歳入歳出決算の認定について 

  歳入の総額は８２億３，１７０万８，０００円、歳出の総額は７６億７，３７４万９，０００円、これを差引いた形

式収支は５億５，７９５万９，０００円ですが、次年度への繰越充当財源２億４，２２８万７，０００円を差引いた
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実質収支は、３億１，５６７万２，０００円となっています。 

  また、基金繰入金は実質収支の２分の１を下らない金額の１億５，７９０万円を財政調整基金に積み立

てて、残額の１億５，７７７万２，０００円を翌年度に繰り越をして使用するものであります。 

  歳入歳出決算額の概況と推移は、既に本会議で監査委員より報告を受けていますので、重複を避け

させていただきます。 

  執行部の説明後、各款項目節の細部にわたり質問、執行部に回答を求めました。 

  主な質疑応答は次のとおりです。 

  （問）福祉バスの出発時間と帰りの時間を伺いたい。 

  （答）福祉バスは、１０時過ぎまでには社会福祉協議会の老人福祉センターに到着し、帰りのバスは

１４時前後に老人福祉センターを出発して、１５時前後に終点到着となる。 

  （問）福祉バスを利用されているお年寄りの方が、用事を済ませて帰りのバスまでの時間をどの様

に過ごされているのか把握しているのか。 

  （答）かなりのお年寄りの方々が帰りのバス時間待ちのために、役場に立ち寄られ、１階のホール

で休憩されていることはよく掌握をしている。 

  （問）福祉バスの運賃（３５０円）は妥当な額なのか。 

  （答）公共交通全体の見直しの時期にある。再度、福祉バスの個人負担額も合わせて見直しを現在

行っているところである。 

  （問）軽自動車税の不納欠損額についての説明を求める。 

  （答）処分を行うにあたり、平成１５年以前の消滅時効に係るものについて調査を行い、納税に至ら

ないと判断できる該当者が４５名、内容として処分できる財産がない。低所得者で生活が逼迫し

ているなどの理由により欠損処分を行った。 

  （問）民生費の構成比割合が２２．１％を占めているが、今後想定されることについて伺いたい。 

  （答）高齢者、障がい者、児童に関するものが今後増えてくる。国の財源をどうするか課題になっ

ている。民生費の伸びが平成１９年度と比較して５．１％増加している。この中での増加要因とし

て扶助費が前年度に比べて８．４％増えている。年々増加傾向が出ている。特別会計も含め、繰

出金の増加となっている。 

  （問）済生会病院の運営負担金についての説明を求める。 

  （答）現在、済生会病院は独立採算で行っているので運営に関する補助金・負担金はない。夜間救

急診療の運営に、県全体の事業として県とそれに関わる市町村が負担している。 

  （問）広域診療所事業負担金の説明を求める。 

  （答）負担金については診療報酬と収入を見た上で、玖珠町と九重町、２町による運営経費の事業

負担金を両町がそれぞれ負担を行うものである。 

  （問）ドクターヘリの利用状況について聞く。 

  （答）２０年度は２件（玖珠町民）の利用があった。 
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  （問）玖珠共同葬斎場の管理費負担金について、金額の決め方について伺う。 

  （答）平成１９年度に新たな玖珠九重行政事務組合が発足をした。玖珠葬斎場の管理運営に要する２

町の負担金については、平成１９年度が均等割２０％、人口割と火葬体数での比率を８０％とした。

２年目が均等割２５％、人口割と火葬体数での比率を７５％とした。３年目（２１年度より）は、

均等割３０％（内訳、玖珠町１５％、九重町１５％）、７０％が火葬体数での比率となっている。 

  （問）学校図書司書補助金についての説明を求める。 

  （答）学校図書司書はＰＴＡが補助をしてる。補助金については、八幡小学校に９２万円、その他森

中央小、塚脇小、北山田小のそれぞれの補助金は８２万５，０００円となっている。 

  （問）わらべの館サークル協議会の補助金が社会教育費から出ていることに違和感をもっているが

説明を求める。 

  （答）わらべの館で活動を行っているが、社会教育団体という位置づけをしているので社会教育補

助金として支出をしている。 

  （問）わらべの館サークル協議会の実情を伺いたい。 

  （答）１８団体が中心となって活動をしている。 

  （問）文化会館建設基金について、目標はあるのか。 

  （答）文化会館建設基金の設置の目的について、平成１７年に基金条例を一本化して再整備をした時

に、「文化会館を建設するため」から「文化施設を建設する資金」に変更しており、将来の文

化施設建設資金として充当財源に活用できるという性格にかえたのも事実である。特に、今の

段階で積み立ての目標額がある訳ではない。予算の範囲による積み立てということは可能であ

る。 

  （問）玖珠町監査委員より町有休地の有効活用について、売買等を含め検討を要望されているが、

考えがあるのか。 

  （答）今後、積極的に町有休地の売却を図って町の収入にしていきたい。 

  （問）町有林の売却についての考えは。 

  （答）現状は、木材市場価格が下落している。公有林の整備を行う中で木材価格の状況を見ながら、

将来的には売り払い収入としていきたい。 

  ２ 議案第８７号 平成２０年度玖珠町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

  歳入総額は２１億６，７０７万１，０００円で前年度に比べ９，８７９万８，０００円の減となっています。 

  歳出総額は２１億６，１０４万２，０００円で前年度に比べ１億２４８万２，０００円の減となっています。 

  平成２０年度は、７５歳以上を対象とした後期高齢者医療保険制度の施行に伴い、国保加入世帯は年

間平均３，１２５世帯（総世帯の４５．１９％）で、前年度に比べ８９８世帯の減（前年度比△２４．３％）、被

保険者数の年間平均は５，８５８人で前年度に比べ２，４００人の減（前年度比△２９．１％）と大幅に減少し

ています。 

  歳入の主たる保険税収入は４億９，８２３万７，０００円であり、前年度に比べ１億３，３８７万１，０００円減
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少しています。一世帯あたりでは１６万３，７３２円で、前年度に比べ６，６０９円増加しています。 

  歳出については、保険給付費が１４億１，４７６万７，０００円であり、前年度に比べ９００万１，０００円減少

しており、これも７５歳以上が後期高齢者医療へと移行したことに伴うものと考えられます。 

  実質収支について、平成２０年度は６０２万９，０００円の黒字を計上していますが、歳入の中には前年

度からの繰越金２３４万５，０００円と、繰入金の中には基金繰入金６，２７０万３，０００円が含まれています

ので、単年度の収支では赤字になっています。 

  主な質疑応答は次のとおりです。 

  （問）国保税の不納欠損額の内容について伺いたい。 

  （答）不納欠損額については７４９万９，４００円。特に多い分の内訳を報告する。 

    イ）低所得者、生活逼迫者 …… １９９万２，６００円 

    ロ）処分できる財産及び価値がないもの …… １４５万５，２００円（１５件） 

    ハ）居所不明者、職権消除者 …… １２９万１，１００円（６件） 

    ニ）所得財産不明者 …… １０１万９，６００円（７名） 

    ホ）生活保護者、死亡者、国外に出国した人 

  （問）本町における国民健康保険の加入者状況は今後どのように推移していくのか。 

  （答）構成比率を見ると高齢者が増加していることから、後期高齢者医療保険に移行する人が今後

多くなると推測される。また、健康保険や共済組合保険などの加入者がいる。今後の経済動向

により失業者が増えることになれば状況は変わってくるが、現在の状況から全体を見通すと、

少しずつ減少していくのではないかと考えている。 

  （問）政権が交代し、後期高齢者医療制度の見直しが議論されようとしている。現在の後期高齢者

制度と国保制度の形でいいのか、前と同じように一緒になったほうがいいのか、どのように捉

えているか。 

  （答）後期高齢者医療制度は、国の医療制度の一環としての制度であり、それに基づいて行ってい

るものであり、町として国の制度について答えることはできない。 

  （問）収入未済額が１億６，８３１万１４４円の徴収の取り組みについて伺いたい。 

  （答）県と市町村の税務担当者で構成されている連絡協議会があり、先進的な自治体の取り組みな

どの情報交換を行うことにより、地方税の徴収強化を図っていく。地方税法第４８条の規定で、

町県民税徴収を県が引継いで徴収する制度がある。去年は１件、今年も１件、県に徴収をお願

いしている。県が特別滞納整理室の職員による市町村への派遣を毎年行っているが、来年度は

本町も派遣を要請し、県、町の職員と一緒に徴収を行うことにより、町職員のレベルアップを

図っていく。税務課は賦課係と徴収係の２係があります。賦課係の現在の徴収の取り組みは、

現年度分の未納者に対して年度内の完納の電話催告等、また、家庭状況等の調査、そして、徴

収係にその情報を伝え、２係で徴収していく。また、毎月末に管理職員等の協力を得て徴収を

している。 
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今後も連携を図りながら徴収に努めていく。 

  （問）未納者の徴収は新規の未納者に重点を置きがちだが、古い未納者にも力を入れてもらいたい。 

  （答）諸状況については、徴収の見込みが可能かなど税法に基づいて適切に判断したい。 

  （問）納税組合で税の徴収を行っているが、制度上の問題が起きているが、見直しの話はあるのか。 

  （答）各地区の納税組合で徴収した場合、２％が奨励金として交付され、それを地区などで使って

もらうことができる。このことなどにより訴訟が起こされている市町村が全国的にも多くなっ

ている。本町の振込み納税者の中にも、２％を差し引いてもらいたいという人がいる。そのこ

となどを含めて、見直しをしなければならないのかとは考えていますが、納税組合は続けてい

きます。 

  （問）滞納者は納税組合の加入者、個人納付者のどちらが多いのか。 

  （答）個人納付者です。 

  （問）町の健康診断の受診率は。 

  （答）本町は４０歳から７４歳までの人を対象に特定健診を行っている。２０年度は１，６２７名（国保被

保険者）３８．４％であった。受診率６５％を目標にしている。 

  ３ 議案第８８号 平成２０年度玖珠町簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について 

  北山田簡易水道の歳入総額は、４，５０７万１，５８７円、歳出総額は４，５００万６，２１１円となっておりま

す。前年度に比較して大幅な減となっていますが、これは１９年度、補償金免除繰上償還金の実施によ

る一時的な公債費増と、その財源となる借換債の発行が行われたことが主な要因であります。 

  主な質疑応答は次のとおりです。 

  （問）歳出、水道管理費の中の需用費、印刷製本費について説明を求める。 

  （答）これは、毎月発行している納付書の印刷代である。 

  （問）郡水道協会助成金について説明を求める。 

  （答）玖珠、九重町で郡水道協会がある。これは玖珠、九重両町合わせて６３の簡易水道組合（その

内、玖珠町は２６組合）がある。この助成金は各簡易水道組合の水質検査（年４回）、点検検査、

年２回の講習会などのそれぞれの費用に充てるものです。 

  （問）有水率が前年度より下がっている。配水管の漏水が要因とされているが、現在どのように対

処しているのか。 

  （答）平成２０年度に漏水調査をした。その中で３箇所の漏水が発覚した。この箇所を本年度に修理

を行った箇所がある。これによって、有水率が改善されると考えている。これからは計画的に

各エリア毎に修理を行っていく。 

  ４ 議案第８９号 平成２０年度玖珠町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

  この貸付は昭和４８年度から５３年度までに行われたもので、貸付件数は１７８件で５億２，３１７万３，３５９

円（利子を含む）です。平成２０年度末の未償還件数は１２３件、３億３０２万３，６６７円（利子を含む）で
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す。過年度元利収入及び基金利子の歳入合計は４６万７，２０２円で、基金積み立てとなります。回収の

現状等を聞き、引き続き回収に努めるよう要請しました。 

  特に質疑はありませんでした。 

  ５ 議案第９０号 平成２０年度玖珠町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について 

  歳入総額は２億３，３５１万円で、前年度に比べ２０億５，７１８万９，０００円の減となっています。歳出総

額は歳入総額と同じく２億３，３５１万円で前年度に比べ２０億５，７１８万９，０００円の減であります。平

成２０年３月末をもって老人保健制度は廃止され、平成２０年４月から後期高齢者医療制度に引き継が

れました。しかし、老人保健特別会計は平成２２年度まで設置され過年度の医療費の清算を行うことと

なっています。そのため、２０年度決算は２０年３月診療分と過年度医療費の精算にかかる決算となっ

ています。 

  特に質疑はありませんでした。 

  ６ 議案第９１号 平成２０年度玖珠町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

  保険事業会計の歳入総額は１６億７，３２３万６，６３６円、歳出総額が１６億２，４４８万７，１７１円となり、

歳入歳出差引残額４，８７４万９，４６５円が平成２１年度繰越となります。 

  歳出の主たる介護保険給付費の額は、１４億９，７９２万８，６４６円（月平均約１億２，４８３万円）となり、

昨年度に比べ８，３５９万６，２９８円（約５．９１％）の増加となっています。 

  また、平成１８年度より創設された玖珠町地域包括支援センターによる介護サービス事業勘定の本年

度歳入総額は１，５０３万６，２９５円、歳出総額が７８６万８，６００円となり、歳入歳出差引残額７１６万７，６９５

円が平成２１年度繰越となります。 

  特に質疑はありませんでした。 

  ７ 議案第９２号 平成２０年度玖珠町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

  歳入総額は１億８，０３６万５，０００円で、歳出総額は１億８，０３６万１，０００円となり、歳入歳出残額

４，０００円が、平成２１年度の繰り越しとなります。平成２０年度から７５歳以上の高齢者に係る医療保険

制度は他の医療保険から独立した後期高齢者医療保険制度として施行され、今決算が制度施行後初め

ての決算となります。後期高齢者医療特別会計は、保険料収入の受入れと国庫及び県からの交付金等

の一般会計からの繰り入れ及び、それら歳入の広域連合への繰り出しを中心とした会計となっていま

す。 

  特に質疑はありませんでした。 

  ８ 議案第９３号 平成２０年度玖珠町水道事業会計決算の認定について 

  事業収益は１億６，２０５万１，０７０円となり、前年度に比べ９９６万８，５０９円の増となっています。給

水人口は４人の増、給水戸数は１３戸増加しており、最近の傾向として住宅地の開発に伴う核家族化が

進んでいます。収益的収支は昨年度に引き続き損失が発生しており、今後の健全経営の面から解消し

なければなりませんが、これからも企業債借入金の償還に伴い、利息並びに償還額も年々増加し、水

道会計を圧迫することが予想され、更なる経営努力が必要と思われます。 
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  主な質疑応答は次のとおりです。 

  （問）平成２０年度分の未収金はどうなっているのか。 

  （答）平成２０年度分の未収金は３月末で２９８万円であったが、その後、徴収が進み現在約２００万円

の残高となっている。 

  （問）過年度の未収金について、特に平成１６年度の古い部分について徴収に力を入れてもらいたい。

真面目に料金を支払っている人が損をしないように努力をしてもらいたい。 

  （答）現在、未納者については、３ヶ月を経過した段階で督促状を出し、なおかつ、支払がない場

合、催告、再催告、そして給水停止処分の事前通知書、そして、給水停止処分通知書の流れで

それぞれ通知を行う。未納者が窓口に納金に来た時には、年度の古いものから納付のお願いを

している。 

  （問）水道区域外で新築を行い、町水道を引きたいという人がいるが、これらの人の対象について

は、今どの様に検討しているのか。 

  （答）町長の６月議会にもあるように、本町の給水計画を策定する中で、全体的計画を検討してい

く。現在その立ち上げを行い、３回の委員会を開催しているところです。 

  （問）企業債について、低利率の借り換えを行ってもらいたい。 

  （答）今後、検討をしていく。 

  以上、決算特別委員会に審査の付託を受けました決算認定案件８件について、審査結果の報告を終

わります。 

〇議 長（藤本勝美君） 決算特別委員会委員長報告に対する質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 質疑なしと認めます。 

  決算特別委員会委員長報告に対する質疑を終わります。 

  以上で各委員長報告に対する質疑を終わります。 

 

    日程第２ 討論 

 

〇議 長（藤本勝美君） 日程第２、これより討論を行います。 

  議案第７７号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第７８号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 
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〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第７９号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第８０号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第８１号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第８２号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第８３号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第８４号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第８５号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第８６号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  ８番宿利俊行君。 

〇８ 番（宿利俊行君） 議席番号８番宿利俊行です。 

  議案第８６号は、平成２０年度歳入歳出決算の一般会計であります。決算書の１３ページ、歳入で平
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成２０年度玖珠町一般会計歳入歳出決算事項別明細書の１款町税、２項固定資産税、１目固定資産税の

不納欠損額で１億４，１８０万６，０７７円であります。私は平成１５年から自主財源の確保、いわゆる町税

の収納については、これまで厳しく追究してきたところであります。にもかかわらず、このような莫

大な不納欠損額を計上されることは、玖珠町税務行政の職務怠慢としか言いようがありません。しか

も、玖珠町は平成１７年から行財政改革５ヶ年計画を立てられ本年が最終年度でもあります。このよう

な時期に極めて遺憾なことであります。つまり、真面目に納税された８１．９２％の納税者に詳しく説明

されることを申し添え、よって、本案に対して反対を表明します。以上。 

〇議 長（藤本勝美君） ほかにありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第８７号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第８８号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第８９号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第９０号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第９１号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第９２号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 
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  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第９３号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 次に、議案第９５号は、人事案件であります。 

  議案の性格上、討論を省略したいと思いますが、異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（藤本勝美君） 異議なしと認めます。 

  よって、討論を省略することに決しました。 

〇議 長（藤本勝美君） 以上で討論を終わります。 

 

    日程第３ 採決 

 

〇議 長（藤本勝美君） 日程第３、これより採決を行います。 

  議案第７７号及び議案第７８号の２議案は、条例の一部改正であり、別に反対意見の発言もありませ

んでしたので、これを一括して採決したいと思いますが、異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（藤本勝美君） 異議なしと認めます。 

  議案第７７号及び議案第７８号の２議案について、委員長報告は原案のとおり可決であります。委員

長報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

  （起立全員） 

〇議 長（藤本勝美君） 起立全員です。着席ください。 

  よって、議案第７７号及び議案第７８号の２議案は、原案のとおり可決することに決しました。 

  次に、議案第７９号は、玖珠町小学校の設置に関する条例の一部改正についてであります。なお、公

の施設のうち条例で定める特に重要な施設については、これを廃止するときは、地方自治法第２４４条

の２第２項の規定により、出席議員の３分の２以上の者の同意を必要とします。 

ただ今の出席議員は１６名です。 

その３分の２は１１名です。委員長報告は原案のとおり可決であります。委員長報告のとおり、決す

ることに賛成の方の起立を求めます。 

  （起立全員） 

〇議 長（藤本勝美君） 起立全員です。着席ください。 

  所定数以上です。 

  よって、議案第７９号は、原案のとおり可決することに決しました。 
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  次に、議案第８０号は、平成２１年度玖珠町一般会計補正予算（第３号）についてであります。委員

長報告は原案のとおり可決であります。委員長報告のとおり、決することに賛成の方の起立を求めま

す。 

  （起立全員） 

〇議 長（藤本勝美君） 起立全員です。着席ください。 

  よって、議案第８０号は、原案のとおり可決することに決しました。 

  次に、議案第８１号から議案第８５号までの５議案は、平成２１年度特別会計及び水道事業会計の補正

予算であります。別に反対意見の発言もありませんでしたので、これを一括して採決したいと思いま

すが、異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（藤本勝美君） 異議なしと認めます。 

  議案第８１号から議案第８５号までの５議案について、委員長報告は原案のとおり可決であります。

委員長報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

  （起立全員） 

〇議 長（藤本勝美君） 起立全員です。着席ください。 

  よって、議案第８１号から議案第８５号までの５議案は、原案のとおり可決することに決しました。 

  次に、議案第８６号は、平成２０年度玖珠町一般会計歳入歳出決算の認定であります。議案第８６号に

ついて反対の意見がありましたが、委員長報告は認定であります。委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。 

  （起立多数） 

〇議 長（藤本勝美君） 起立多数です。 

  よって、原案のとおり認定することに決しました。 

  次に、議案第８７号から議案第９３号までの７議案は、平成２０年度玖珠町各特別会計及び水道事業会

計の決算認定案件であります。別に反対の意見もありませんでしたので、これを一括採決したいと思

いますが、異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（藤本勝美君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第８７号から議案第９３号までの７議案は、一括して採決することに決しました。 

  議案第８７号から議案第９３号までの７議案については、いずれも委員長報告は認定であります。委

員長報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

  （起立全員） 

〇議 長（藤本勝美君） 起立全員です。着席ください。 

  よって、議案第８７号から議案第９３号までの７議案については、原案のとおり認定することに決し

ました。 
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  次に、議案第９５号は、人事案件であり、直ちに採決をいたしたいと思いますが、異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（藤本勝美君） 異議なしと認めます。 

  これより、採決を行います。 

  議案第９５号、玖珠町教育委員会委員の任命について、原案のとおり同意することに賛成の方の起立

を求めます。 

  （起立全員） 

〇議 長（藤本勝美君） 起立全員です。着席ください。 

  よって、議案第９５号について同意することに決しました。 

 

    日程第４ 議員派遣について 

 

〇議 長（藤本勝美君） 日程第４、議員派遣について議題といたします。 

  今定例会より１２月定例会まで、別紙議員派遣について、異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（藤本勝美君） 異議なしと認めます。 

  よって、本件は議決されました。 

 

    日程第５ 委員会の継続審査の付託について 

 

〇議 長（藤本勝美君） 日程第５、委員会の閉会中の継続審査の付託について、お諮りいたします。 

  議会運営委員会の閉会中の継続審査の件を議題といたします。 

議会運営委員長より、議会運営について、会議規則第７５条の規定により、お手元に配付しています

申出書のとおり、閉会中の継続審査とすることに異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（藤本勝美君） 異議なしと認めます。 

  よって、委員長から申し出のとおり、閉会中の審査を付託することに決しました。 

  次に、基地対策特別委員会について、会議規則第７５条の規定により、お手元に配付してあります継

続審査の付託表のとおり、担当委員会に閉会中の継続審査を付託することに決定したいと思いますが、

異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（藤本勝美君） 異議なしと認めます。 

  よって、付託表のとおり、担当委員会に継続審査の付託をすることに決しました。 

  次に、高校再編問題特別委員会について、会議規則第７５条の規定により、お手元に配付してありま
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す継続審査の付託表のとおり、担当委員会に閉会中の継続審査を付託することに決定したいと思いま

すが、異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（藤本勝美君） 異議なしと認めます。 

  よって、付託表のとおり、担当委員会に継続審査の付託をすることに決しました。 

次に、インター前ふれあい広場・運動公園問題調査検討特別委員会について、会議規則第７５条の規

定により、お手元に配付してあります継続審査の付託表のとおり、担当委員会に閉会中の継続審査を

付託することに決定したいと思いますが、異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（藤本勝美君） 異議なしと認めます。 

  よって、付託表のとおり、担当委員会に継続審査の付託をすることに決しました。 

 

    日程第６ 議員発議 

          玖珠町の畜産振興施策の積極的な展開を求める決議（案）について 

 

〇議 長（藤本勝美君） 日程第６、議員発議について決議（案）が１件提出されております。 

  これを直ちに議題といたしたいと思いますが、異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（藤本勝美君） 異議なしと認めます。 

  発議第８号、玖珠町の畜産振興施策の積極的な展開を求める決議（案）について、提出者の説明を

求めます。 

提出者１番佐藤左俊君。 

〇１ 番（佐藤左俊君）  

  発議第８号 

                                平成２１年９月１８日 

    玖珠町議会 

     議 長 藤 本 勝 美 殿 

                      提出者 玖珠町議会議員 佐 藤 左 俊 

                      賛成者 玖珠町議会議員 高 田 修 治 

       玖珠町議会議員 松 本 義 臣 

 

玖珠町の畜産振興施策の積極的な展開を求める決議（案） 

  上記の議案を、別紙のとおり（地方自治法第１１２条及び会議規則第１４条第２項）会議規則第１４条

第１項及び第２項の規定により提出します。 

                       135 



 

玖珠町の畜産振興施策の積極的な展開を求める決議（案） 

  農業を取り巻く環境は極めて悪く大きな社会問題となっており、若者の農業定着は少なく、農業従

事者は高齢化の一途を辿っている。 

  農業は、国民生活にとって、食の安全・安心・環境、水資源・災害・食糧安全保障等公益役割を広

く担っており、玖珠町においても地域の産業、雇用の確保面における重要な役割を担っている。 

特に、玖珠町農業は、典型的な中山間地域農業で、米・畜産・椎茸生産を中心としたいわゆる複合

経営が大半を占めており、規模こそ小さいものの複合経営のメリットをいかしていくことで、飼料や、

堆肥等の地域内循環による安全・安心の確保、コストの低減を図っていくことが期待されている。 

  近年、日本人の食文化の変化により、牛肉・豚肉を中心とした需要が急速に伸び、畜産を取り巻く

環境は大きく変わり、全国に２００をこえる産地牛の里が出来、松坂牛・佐賀牛はその代表例があるが、

以前は、それらの基子牛は玖珠家畜市場から出荷されたものであり、その大半は玖珠町産であった。 

  しかしながら、現状においては、原油の高騰による燃料、肥料、飼料、資材等の値上がりに伴う農

業経営への影響は甚大で、中でも畜産の経営は厳しさを極め、危機的状況にあり、町として何らかの

対策を講じなければ離農者が続出し、産地は崩壊しかねない。 

  畜産の振興は畜産農家のみならず、米・果樹・林業農家をはじめ、それらが相互に有機的に循環す

る新しい地域農業を再生し、それぞれの地域ブランドを確立していく上で、不可欠であり、畜産の灯

火を消してはならない。 

  よって町は、下記の実現に向け、緊急かつ具体的に対応すること。 

 

記 

  １ 町は、畜産農家の厳しい現状をつぶさに調査し、具体的な振興策を緊急にとりまとめること。 

  ２ 町は、関係者はもとより、関係方面に積極的に働きかける等、振興施策の実施に必要な体制を

確立すること。 

  以上、決議する。 

    平成２１年９月１８日 

                          玖 珠 町 議 会 

〇議 長（藤本勝美君） ただ今、提出者から説明がありましたが、これについて質疑ありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 質疑なしと認めます。 

  これより討論を行います。 

発議第８号に対する反対の意見の発言はありませんか。 

（な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 
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  （なし ） 

〇議 長（藤本勝美君） 以上で討論を終わります。 

  これより採決を行います。 

  本決議（案）に賛成の方の起立を求めます。 

  （起立全員） 

〇議 長（藤本勝美君） 起立全員です。 

  よって、本決議（案）は可決することに決しました。 

  ここで、議案第９５号で玖珠町教育委員会委員に選任されました、宿利歌子君のご挨拶を受けたいと

思います。暫くお待ちください。 

  宿利歌子さんご挨拶をお願いします。 

〇教育委員（宿利歌子君） ただ今ご紹介にあずかりました宿利歌子です。 

  先ほどは、玖珠町教育委員への選任をいただき、誠にありがとうございます。私は、玖珠町太田に

在住し、中学生になる子どもがおります。教育行政にはまったくの素人ではございますが、議会議員

の皆様方、また先輩委員の方々のご協力を得て、玖珠町の子どもたちのために何かできればと努力す

る次第です。どうぞよろしくお願いいたします。 

〇議 長（藤本勝美君） ありがとうございました。 

以上をもちまして、本日の日程はすべて終了しました。 

  ここで、町長より発言の申し出がありましたので、これを許します。 

  後藤町長。 

〇町 長（後藤威彦君） おはようございます。平成２１年第６回玖珠町議会定例会閉会にあたり、一言

ご挨拶を申し上げます。 

  本定例会は、去る９月２日から本日まで１７日間にわたりまして、平成２０年度会計の決算認定案件

や追加議案をいたしました。また、人事案件など１９議案を上程させていただいたところであります。

議員各位におかれましては、それぞれの議案について、活発なご議論と慎重なるご審議を賜り、いず

れの案件もご承認いただきましたことに対して、まずもってお礼を申し上げます。さらに本議会中に

おきましては、本町が直面する様々な重要課題について、真摯なご議論と多くのご意見をいただきま

したことに、重ねてお礼を申し上げます。 

  さて、議会開会中にありました、第６２回県民体育大会と企業進出協定調印式についてご報告をいた

します。 

  まず、第６２回県民体育大会でございますが、今年の大会は初日が雨というスタートでありました。

２日目以降は、好天に恵まれまして、全３７種目にわたり競技が行われました。玖珠郡チームは、３０

種目競技総勢４８０名の選手団を送り込んだところであります。昨年は、１６郡市中最下位という不本意

な結果で終わりました。選手役員一同悔しい思いをしたことだろうと思います。しかしながら、本年

はラグビーが２年連続１０回目の優勝、今年から都市対抗競技となった綱引きにおいても、男女混合ラ
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イト級で優勝、そして陸上競技においても男子１，５００メートルで優勝の栄冠を勝ち取っております。

このほか、山岳競技においても好成績を残していただいております。また、議会議員のソフトボール

では、一回戦で津久見市チームに２対０で惜敗はしましたものの、来年につながる好試合だったと思っ

ております。来年のリベンジを期待したいと思っております。今年の大会は、こうした選手の活躍に

よって昨年の最下位から１４位という順位を押し上げております。しかし、来年以降も、町村合併の影

響もあって、玖珠郡チームが苦しい試合運びを強いられることは予想されますが、それにめげず、選

手の皆さんは日頃の練習を励んでいただきたいと願っておるところであります。選手、役員の皆さん

大変お疲れ様でございました。 

  次に、企業進出協定調印式についてご報告いたします。 

佐賀県鳥栖市に本社のある「みつせ鶏」の生産・加工・販売を行っている株式会社ヨコオは、本町

の大原野において、現在既にあります有限会社ヨコオファーム玖珠農場の隣接地、実際は１，０００メー

トル以上離れておりますが、隣接地に新たに用地を４４ヘクタール取得し、常時７０万羽を飼育してい

る年間約２３０万羽を出荷する養鶏場を建設する運びになりました。既にマスコミ報道がなされており

ますが、今週の月曜日１４日には、広瀬大分県知事の立会いのもと、進出協定調印式が執り行われまし

た。この席上には、藤本議長さん、産建委員長の宿利議員さん、地元議員の江藤議員さんも同席をい

ただいたところであります。 

  施設規模に適した土地条件や肥育に適した気象条件に加え、労働力の確保についても理解が深いこ

とから、平成１７年に引続き、今回の進出となったものであります。従業員の採用は、将来には２５名

程度になろうと思いますが、地元採用を優先的に行うと言っております。今後は、食料生産基地とし

て、玖珠町をアピールできる可能性を秘めたものであると大変期待をしておるところであります。 

  本町の企業進出は、最近では、平成１９年に南部化成に続くものであり、経済不況の今日、本町にとっ

ては朗報となりました。引き続き優良企業の立地には力を入れてまいりたいと考えておりますので、

ご協力を賜りたいと思います。 

  さて、一昨日の１６日には、特別国会が召集され、第９３代鳩山首相が誕生、内閣が組閣されました。

戦後日本の政治の転換期に対応する顔ぶれが揃ったところであります。私たち、新政権に対して今ま

で以上に地域の住民の政治や行政に対する地方の声、すなわち元気の出る経済対策や、夢のもてる教

育、そして安心できる福祉、環境施策、そして自立できる農業施策などの確立を強く求めてまいりた

いと考えております。そしてまた、地域住民の生活がゆとりのあるものになり、活気あふれる玖珠町

となるよう、執行部も今以上の努力をしてまいる所存であります。議会議員の各位、ご支援ご協力を

切にお願いをいたしたいと思います。 

  終わりになりましたが、秋の深まりを感じる今日この頃、朝夕の寒暖の差も大きくなってまいりま

した。議員各位におかれましては、健康に十分ご留意され、ご活躍をされますようご祈念を申し上げ

まして、平成２１年第６回玖珠町定例議会の閉会にあたりましての挨拶といたします。ありがとうござ

いました。 
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〇議 長（藤本勝美君） 閉会にあたりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

  平成２１年第６回定例会は、去る９月２日開会以来、本日まで１７日間にわたり、議員各位はもとよ

り、執行部におきましては終始極めて真剣なご審議をいただき、いずれも重要な案件を、適切に、妥

当な結論を得ましたことを感謝申し上げます。 

  加えて、議会運営にご協力いただきまして感謝を申し上げます。 

  平成２１年８月３０日に執行されました衆議院議員選挙では、民主党による政権交代で、組閣人事も

終了し、その施策に国民が注目しているところであり、玖珠町議会といたしましても、注視していか

なければいけないと考えております。 

  さて、実りの秋を迎え、各地で稲刈りを始め、農作物の収穫作業などで農家も多忙を極めておりま

す。また、１０月には町民体育大会が開催されるなどスポーツの行事が展開され、芸術文化を含め、多

くの町民の参加が望まれています。議員、執行部各位には、くれぐれも健康に留意して、そしてそれ

ぞれの場においてご活躍されますことを祈念するものであります。 

  これをもちまして、平成２１年第６回玖珠町議会定例会を閉会いたします。 

  ご協力ありがとうございました。 

午前１１時２１分 閉会 
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